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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 9月 29日 (2004.9.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 実 質 的 に 正 偏 析 と 負 偏 析 の な い ニ ッ ケ ル 基 超 合 金 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 こ の 方 法 は
、
　 ニ ッ ケ ル 基 超 合 金 で あ る 合 金 を 鋳 型 内 で 鋳 造 し 、
　 前 記 合 金 を 少 な く と も １ ２ ０ ０ o Ｆ （ ６ ４ ９ ℃ ） で 少 な く と も １ ０ 時 間 加 熱 す る こ と に
よ っ て 、 前 記 合 金 を 焼 鈍 し 、 そ し て 過 時 効 さ せ 、
　 少 な く と も ８ ポ ン ド /分 （ ３ .６ ３ ｋ ｇ /分 ） の 融 解 速 度 で 前 記 合 金 を エ レ ク ト ロ ス ラ グ
再 溶 解 し 、
　 完 全 に 凝 固 し た 後 の ４ 時 間 以 内 に 前 記 合 金 を 加 熱 炉 に 移 動 さ せ 、
　 前 記 合 金 を 前 記 加 熱 炉 内 に ６ ０ ０ o Ｆ （ ３ １ ６ ℃ ） ～ １ ８ ０ ０ o Ｆ （ ９ ８ ２ ℃ ） の 第 １ 温
度 で 少 な く と も １ ０ 時 間 保 持 し 、
　 前 記 合 金 中 で の 熱 応 力 の 発 生 を 抑 制 す る 方 法 で 、 前 記 第 １ 温 度 か ら 少 な く と も ２ １ ２ ５
o Ｆ （ １ １ ６ ３ ℃ ） の 第 ２ 温 度 ま で 前 記 加 熱 炉 の 温 度 を 増 大 さ せ 、
　 前 記 第 ２ 温 度 を 少 な く と も １ ０ 時 間 保 持 し 、
　 ８ ～ １ １ ポ ン ド /分 （ ３ .６ ３ ～ ５ ｋ ｇ /分 ） の 融 解 速 度 で 前 記 合 金 の Ｖ Ａ Ｒ 電 極 を 真 空
ア ー ク 再 溶 解 し て 、 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト を 得 る 、



工 程 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト は ３ ０ イ ン チ （ ７ ６ ２ ｍ ｍ ） よ り 大 き い 直 径 を 有 す る 、 請 求 項 １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト は 少 な く と も ３ ６ イ ン チ （ ９ １ ４ ｍ ｍ ） の 直 径 を 有 す る 、 請 求 項
１ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト の 重 量 は ２ １ ５ ０ ０ ポ ン ド （ ９ ７ ７ ２ ｋ ｇ ） よ り 大 き い 、 請 求 項
１ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 基 合 金 は 合 金 ７ １ ８ お よ び 合 金 ７ ０ ６ の う ち の １ 種 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 基 合 金 は 、
　 約 ５ ０ .０ ～ 約 ５ ５ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ニ ッ ケ ル 、
　 約 １ ７ ～ 約 ２ １ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ク ロ ム 、
　 ０ ～ 約 ０ .０ ８ 重 量 パ ー セ ン ト の 炭 素 、
　 ０ ～ 約 ０ .３ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の マ ン ガ ン 、
　 ０ ～ 約 ０ .３ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の ケ イ 素 、
　 約 ２ .８ ～ 約 ３ .３ 重 量 パ ー セ ン ト の モ リ ブ デ ン 、
　 ニ オ ブ お よ び タ ン タ ル の う ち の 少 な く と も １ 種 で あ っ て 、 ニ オ ブ と タ ン タ ル の 合 計 が 約
４ .７ ５ ～ 約 ５ .５ 重 量 パ ー セ ン ト 、
　 約 ０ .６ ５ ～ 約 １ .１ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の チ タ ン 、
　 約 ０ .２ ０ ～ 約 ０ .８ 重 量 パ ー セ ン ト の ア ル ミ ニ ウ ム 、
　 ０ ～ 約 ０ .０ ０ ６ 重 量 パ ー セ ン ト の ホ ウ 素 、 そ し て
　 鉄 お よ び 不 可 避 不 純 物 、
を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 基 合 金 は 、
　 約 ５ ４ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ニ ッ ケ ル 、
　 約 ０ .５ 重 量 パ ー セ ン ト の ア ル ミ ニ ウ ム 、
　 約 ０ .０ １ 重 量 パ ー セ ン ト の 炭 素 、
　 約 ５ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ニ オ ブ 、
　 約 １ ８ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ク ロ ム 、
　 約 ３ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の モ リ ブ デ ン 、
　 約 ０ .９ 重 量 パ ー セ ン ト の チ タ ン 、 そ し て
　 鉄 お よ び 不 可 避 不 純 物 、
か ら 実 質 的 に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 基 合 金 を 鋳 造 す る 工 程 は 、 真 空 誘 導 溶 解 、 ア ル ゴ ン 酸 素 脱 炭 、 お よ び 真 空
酸 素 脱 炭 の う ち の 少 な く と も 1つ に よ っ て 、 前 記 合 金 を 溶 解 し 、 そ し て 任 意 に 精 錬 す る 工
程 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 合 金 を 焼 鈍 し 、 そ し て 過 時 効 さ せ る 工 程 は 、 前 記 合 金 を 少 な く と も １ ２ ０ ０ o Ｆ （
６ ４ ９ ℃ ） で 少 な く と も １ ８ 時 間 加 熱 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 合 金 を 焼 鈍 し 、 そ し て 過 時 効 さ せ る 工 程 は 、 前 記 合 金 を 少 な く と も １ ５ ５ ０ o Ｆ （
８ ４ ３ ℃ ） で 少 な く と も １ ０ 時 間 加 熱 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
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以 上 の



　 前 記 合 金 を エ レ ク ト ロ ス ラ グ 再 溶 解 す る 工 程 は 、 少 な く と も １ ０ ポ ン ド /分 （ ４ .５ ４ ｋ
ｇ /分 ） の 融 解 速 度 で エ レ ク ト ロ ス ラ グ 再 溶 解 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 合 金 を 前 記 加 熱 炉 内 に 保 持 す る 工 程 は 、 前 記 合 金 を 少 な く と も ６ ０ ０ o Ｆ （ ３ １ ６
℃ ） ～ １ ８ ０ ０ o Ｆ （ ９ ８ ２ ℃ ） の 炉 温 度 で 少 な く と も ２ ０ 時 間 保 持 す る 工 程 を 含 む 、 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 合 金 を 前 記 加 熱 炉 内 に 保 持 す る 工 程 は 、 前 記 合 金 を 少 な く と も ９ ０ ０ o Ｆ （ ４ ８ ２
℃ ） ～ １ ８ ０ ０ o Ｆ （ ９ ８ ２ ℃ ） の 炉 温 度 で 少 な く と も １ ０ 時 間 保 持 す る 工 程 を 含 む 、 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 加 熱 炉 の 温 度 を 増 大 さ せ る 工 程 は 、 前 記 加 熱 炉 の 温 度 を 前 記 第 １ 温 度 か ら 第 ２ 温 度
ま で 多 段 階 で 増 大 さ せ る 工 程 を 含 み 、 こ の 工 程 は 、
　 前 記 第 １ 温 度 か ら 中 間 温 度 ま で １ ０ ０ o Ｆ /時 （ ５ ５ .６ ℃ /時 ） 以 下 で 前 記 加 熱 炉 の 温 度
を 増 大 さ せ 、 そ し て
　 更 に 、 前 記 中 間 温 度 か ら 前 記 第 ２ 温 度 ま で ２ ０ ０ o Ｆ /時 （ １ １ １ ℃ /時 ） 以 下 で 前 記 加
熱 炉 の 温 度 を 増 大 さ せ る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 温 度 は １ ０ ０ ０ o Ｆ （ ５ ８ ３ ℃ ） 未 満 で あ り 、 そ し て 前 記 中 間 温 度 は 少 な く と
も １ ０ ０ ０ o Ｆ （ ５ ８ ３ ℃ ） で あ る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 温 度 は １ ４ ０ ０ o Ｆ （ ７ ６ ０ ℃ ） 未 満 で あ り 、 そ し て 前 記 中 間 温 度 は 少 な く と
も １ ４ ０ ０ o Ｆ （ ７ ６ ０ ℃ ） で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ 温 度 は 少 な く と も ２ １ ７ ５ o Ｆ （ １ １ ９ １ ℃ ） で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 合 金 は 第 ２ 温 度 で 少 な く と も ２ ４ 時 間 保 持 さ れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 合 金 を エ レ ク ト ロ ス ラ グ 再 溶 解 す る 工 程 は 、 前 記 Ｖ Ａ Ｒ 電 極 の 所 望 の 直 径 よ り も 大
き い 直 径 を 有 す る Ｅ Ｓ Ｒ イ ン ゴ ッ ト を 得 る も の で あ り 、 前 記 製 造 方 法 は 、 前 記 第 ２ 温 度 に
保 持 し 、 次 い で 、 前 記 Ｅ Ｓ Ｒ イ ン ゴ ッ ト を 機 械 加 工 し て イ ン ゴ ッ ト の 寸 法 を 変 更 し 、 こ れ
に よ り 所 望 の 直 径 を 有 す る Ｖ Ａ Ｒ 電 極 を 得 る 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 合 金 を 前 記 第 ２ 温 度 に 保 持 し た 後 に 、 そ し て 前 記 Ｅ Ｓ Ｒ イ ン ゴ ッ ト を 機 械 加 工 す る
前 に 、 前 記 合 金 を ２ ０ ０ o Ｆ /時 （ １ １ １ ℃ /時 ） 以 下 の 冷 却 速 度 で 機 械 加 工 温 度 ま で 冷 却
す る 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 合 金 を 前 記 第 ２ 温 度 に 保 持 し た 後 に 、 そ し て 前 記 Ｖ Ａ Ｒ 電 極 を 真 空 ア ー ク 再 溶 解 す
る 前 に 、 前 記 合 金 を 冷 却 プ ロ セ ス を 用 い て 前 記 第 ２ 温 度 か ら 室 温 ま で 冷 却 す る 工 程 を 更 に
含 み 、 こ の 冷 却 プ ロ セ ス は 、 前 記 加 熱 炉 温 度 を 前 記 第 ２ 温 度 か ら １ ７ ５ ０ o Ｆ （ ９ ８ ２ ℃
） 以 下 の 第 １ の 中 間 温 度 ま で ２ ０ ０ o Ｆ /時 （ １ １ １ ℃ /時 ） 以 下 の 速 度 で 低 下 さ せ 、 そ し
て こ の 第 １ 中 間 温 度 を 少 な く と も １ ０ 時 間 保 持 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 合 金 を 冷 却 す る 工 程 は 、 前 記 加 熱 炉 温 度 を 前 記 第 １ の 中 間 温 度 か ら １ ４ ０ ０ o Ｆ （
７ ６ ０ ℃ ） 以 下 の 第 ２ の 中 間 温 度 ま で １ ５ ０ o Ｆ /時 （ ８ ３ .３ ℃ /時 ） 以 下 の 速 度 で 低 下 さ
せ 、 そ し て こ の 第 ２ 中 間 温 度 を 少 な く と も ５ 時 間 保 持 す る 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 ２ １ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 中 間 温 度 に 保 持 し た 後 に 、 前 記 合 金 は 略 室 温 ま で 空 気 中 で 冷 却 さ れ る 、 請 求
項 ２ ２ 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 ２ 温 度 に 保 持 し た 後 に 、 そ し て 前 記 Ｅ Ｓ Ｒ イ ン ゴ ッ ト を 機 械 加 工 す る 前 に 、 前 記
合 金 中 で の 熱 応 力 の 発 生 を 抑 制 す る 方 法 で 前 記 合 金 を 前 記 第 ２ 温 度 か ら 略 室 温 ま で 冷 却 し
、 そ し て 前 記 合 金 中 で の 熱 応 力 の 発 生 を 抑 制 す る 方 法 で 前 記 合 金 を 適 当 な 機 械 加 工 温 度 ま
で 加 熱 す る 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 合 金 を 適 当 な 機 械 加 工 温 度 ま で 加 熱 す る 工 程 は 、
　 前 記 合 金 を 加 熱 炉 内 で 少 な く と も ５ ０ ０ o Ｆ （ ２ ６ ０ ℃ ） の 炉 温 度 で 少 な く と も ２ 時 間
加 熱 し 、
　 前 記 炉 温 度 を 少 な く と も 約 ２ ０ o Ｆ /時 （ １ １ .１ ℃ /時 ） で 少 な く と も ８ ０ ０ o Ｆ （ ４ ２
７ ℃ ） ま で 増 大 さ せ 、
　 前 記 炉 温 度 を 少 な く と も 約 ３ ０ o Ｆ /時 （ １ ６ .７ ℃ /時 ） で 少 な く と も １ ２ ０ ０ o Ｆ （ ６
４ ９ ℃ ） ま で 更 に 増 大 さ せ 、 そ し て
　 前 記 炉 温 度 を 少 な く と も 約 ４ ０ o Ｆ /時 （ ２ ２ .２ ℃ /時 ） で 少 な く と も ２ ０ ２ ５ o Ｆ （ １
１ ０ ７ ℃ ） ま で 更 に 増 大 さ せ 、 そ し て 前 記 合 金 が 全 体 に 渡 っ て 実 質 的 に 均 一 な 温 度 に 到 達
す る ま で こ の 温 度 を 保 持 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 Ｅ Ｓ Ｒ イ ン ゴ ッ ト は 約 ３ ４ イ ン チ （ ８ ６ ４ ｍ ｍ ） ～ 約 ４ ０ イ ン チ （ １ ０ １ ６ ｍ ｍ ）
の 直 径 を 有 し 、 そ し て 前 記 Ｖ Ａ Ｒ 電 極 は 約 ３ ４ イ ン チ （ ８ ６ ４ ｍ ｍ ） 以 下 の 小 さ な 直 径 を
有 す る 、 請 求 項 １ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 実 質 的 に 正 偏 析 と 負 偏 析 の な い ニ ッ ケ ル 基 合 金 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 こ の 方 法 は 、
　 ニ ッ ケ ル 基 合 金 を 鋳 型 内 で 鋳 造 し 、 こ こ で 前 記 ニ ッ ケ ル 基 超 合 金 は 合 金 ７ １ ８ で あ り 、
　 前 記 合 金 を 少 な く と も １ ５ ５ ０ o Ｆ （ ８ ４ ３ ℃ ） で 少 な く と も １ ０ 時 間 加 熱 す る こ と に
よ っ て 、 前 記 合 金 を 焼 鈍 し 、 そ し て 過 時 効 さ せ 、
　 少 な く と も １ ０ ポ ン ド /分 （ ４ .５ ４ ｋ ｇ /分 ） の 融 解 速 度 で 前 記 合 金 を エ レ ク ト ロ ス ラ
グ 再 溶 解 し 、
　 完 全 に 凝 固 し た 後 の ４ 時 間 以 内 に 前 記 合 金 を 加 熱 炉 に 移 動 さ せ 、
　 前 記 合 金 を 前 記 加 熱 炉 内 に ９ ０ ０ o Ｆ （ ４ ８ ２ ℃ ） ～ １ ８ ０ ０ o Ｆ （ ９ ８ ２ ℃ ） の 第 １ 炉
温 度 で 少 な く と も １ ０ 時 間 保 持 し 、
　 前 記 加 熱 炉 の 温 度 を 中 間 の 炉 温 度 ま で １ ０ ０ o Ｆ /時 （ ５ ５ .６ ℃ /時 ） 以 下 で 増 大 さ せ 、
そ し て
　 前 記 中 間 の 炉 温 度 か ら 少 な く と も ２ １ ２ ５ o Ｆ （ １ １ ６ ３ ℃ ） の 第 ２ 炉 温 度 ま で ２ ０ ０ o

Ｆ /時 （ １ １ １ ℃ /時 ） 以 下 で 前 記 加 熱 炉 の 温 度 を 更 に 増 大 さ せ 、 そ し て 前 記 第 ２ 温 度 を 少
な く と も １ ０ 時 間 保 持 し 、 そ し て
　 ９ ～ １ ０ .２ ５ ポ ン ド ／ 分 （ ４ .０ ９ ～ ４ .６ ６ ｋ ｇ /分 ） の 融 解 速 度 で 前 記 合 金 の Ｖ Ａ Ｒ
電 極 を 真 空 ア ー ク 再 溶 解 し て Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト を 得 る 工 程 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト は ３ ０ イ ン チ （ ７ ６ ２ ｍ ｍ ） よ り 大 き い 直 径 を 有 す る 、 請 求 項 ２
７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト は 少 な く と も ３ ６ イ ン チ （ ９ １ ４ ｍ ｍ ） の 直 径 を 有 す る 、 請 求 項
２ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト の 重 量 は ２ １ ５ ０ ０ ポ ン ド （ ９ ７ ７ ２ ｋ ｇ ） よ り 大 き い 、 請 求 項
２ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 基 合 金 は 、
　 約 ５ ０ .０ ～ 約 ５ ５ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ニ ッ ケ ル 、
　 約 １ ７ ～ 約 ２ １ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ク ロ ム 、
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　 ０ ～ 約 ０ .０ ８ 重 量 パ ー セ ン ト の 炭 素 、
　 ０ ～ 約 ０ .３ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の マ ン ガ ン 、
　 ０ ～ 約 ０ .３ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の ケ イ 素 、
　 約 ２ .８ ～ 約 ３ .３ 重 量 パ ー セ ン ト の モ リ ブ デ ン 、
　 ニ オ ブ お よ び タ ン タ ル の う ち の 少 な く と も １ 種 で あ っ て 、 ニ オ ブ と タ ン タ ル の 合 計 が 約
４ .７ ５ ～ 約 ５ .５ 重 量 パ ー セ ン ト 、
　 約 ０ .６ ５ ～ 約 １ .１ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の チ タ ン 、
　 約 ０ .２ ０ ～ 約 ０ .８ 重 量 パ ー セ ン ト の ア ル ミ ニ ウ ム 、
　 ０ ～ 約 ０ .０ ０ ６ 重 量 パ ー セ ン ト の ホ ウ 素 、 そ し て
　 鉄 お よ び 不 可 避 不 純 物 、
を 含 む 、 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 合 金 を エ レ ク ト ロ ス ラ グ 再 溶 解 す る 工 程 は 、 前 記 Ｖ Ａ Ｒ 電 極 の 所 望 の 直 径 よ り も 大
き い 直 径 を 有 す る Ｅ Ｓ Ｒ イ ン ゴ ッ ト を 得 る も の で あ り 、 前 記 製 造 方 法 は 、 前 記 合 金 を 前 記
第 ２ 温 度 か ら 適 当 な 機 械 加 工 温 度 ま で 冷 却 し 、 次 い で 前 記 合 金 を 機 械 加 工 し て 所 望 の 直 径
を 有 す る Ｖ Ａ Ｒ 電 極 を 得 る 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 合 金 を エ レ ク ト ロ ス ラ グ 再 溶 解 す る 工 程 は 、 前 記 Ｖ Ａ Ｒ 電 極 の 所 望 の 直 径 よ り も 大
き い 直 径 を 有 す る Ｅ Ｓ Ｒ イ ン ゴ ッ ト を 得 る も の で あ り 、 前 記 製 造 方 法 は 、 前 記 合 金 中 で の
熱 応 力 の 発 生 を 抑 制 す る 方 法 で 前 記 合 金 を 前 記 第 ２ 温 度 か ら 略 室 温 ま で 冷 却 し 、 前 記 合 金
中 で の 熱 応 力 の 発 生 を 抑 制 す る 方 法 で 前 記 合 金 を 適 当 な 機 械 加 工 温 度 ま で 加 熱 し 、 前 記 合
金 を 機 械 加 工 し て 所 望 の 直 径 を 有 す る Ｖ Ａ Ｒ 電 極 を 得 る 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 ２ ７ 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ ７ 記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た ニ ッ ケ ル 基 合 金 の Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 約 ５ ０ .０ ～ 約 ５ ５ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ニ ッ ケ ル 、
　 約 １ ７ ～ 約 ２ １ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ク ロ ム 、
　 ０ ～ 約 ０ .０ ８ 重 量 パ ー セ ン ト の 炭 素 、
　 ０ ～ 約 ０ .３ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の マ ン ガ ン 、
　 ０ ～ 約 ０ .３ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の ケ イ 素 、
　 約 ２ .８ ～ 約 ３ .３ 重 量 パ ー セ ン ト の モ リ ブ デ ン 、
　 ニ オ ブ お よ び タ ン タ ル の う ち の 少 な く と も １ 種 で あ っ て 、 ニ オ ブ と タ ン タ ル の 合 計 が 約
４ .７ ５ ～ 約 ５ .５ 重 量 パ ー セ ン ト 、
　 約 ０ .６ ５ ～ 約 １ .１ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の チ タ ン 、
　 約 ０ .２ ０ ～ 約 ０ .８ 重 量 パ ー セ ン ト の ア ル ミ ニ ウ ム 、
　 ０ ～ 約 ０ .０ ０ ６ 重 量 パ ー セ ン ト の ホ ウ 素 、 そ し て
　 鉄 お よ び 不 可 避 不 純 物 、
を 含 む ニ ッ ケ ル 基 合 金 の Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト で あ っ て 、 こ こ で 、 前 記 イ ン ゴ ッ ト は ３ ０ イ ン
チ よ り 大 き い 直 径 を 有 す る 、 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト は ３ ６ イ ン チ よ り 大 き い 直 径 を 有 す る 、 請 求 項 ３ ５ 記 載 の Ｖ Ａ Ｒ
イ ン ゴ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 イ ン ゴ ッ ト は ２ １ ５ ０ ０ ポ ン ド （ ９ ７ ７ ２ ｋ ｇ ） よ り 重 い 、 請 求 項 ３ ５ 記 載 の Ｖ Ａ
Ｒ イ ン ゴ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 基 合 金 は 合 金 ７ １ ８ で あ る 、 請 求 項 ３ ６ 記 載 の Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 約 ５ ０ .０ ～ 約 ５ ５ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ニ ッ ケ ル 、
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　 約 １ ７ ～ 約 ２ １ .０ 重 量 パ ー セ ン ト の ク ロ ム 、
　 ０ ～ 約 ０ .０ ８ 重 量 パ ー セ ン ト の 炭 素 、
　 ０ ～ 約 ０ .３ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の マ ン ガ ン 、
　 ０ ～ 約 ０ .３ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の ケ イ 素 、
　 約 ２ .８ ～ 約 ３ .３ 重 量 パ ー セ ン ト の モ リ ブ デ ン 、
　 ニ オ ブ お よ び タ ン タ ル の う ち の 少 な く と も １ 種 で あ っ て 、 ニ オ ブ と タ ン タ ル の 合 計 が 約
４ .７ ５ ～ 約 ５ .５ 重 量 パ ー セ ン ト 、
　 約 ０ .６ ５ ～ 約 １ .１ ５ 重 量 パ ー セ ン ト の チ タ ン 、
　 約 ０ .２ ０ ～ 約 ０ .８ 重 量 パ ー セ ン ト の ア ル ミ ニ ウ ム 、
　 ０ ～ 約 ０ .０ ０ ６ 重 量 パ ー セ ン ト の ホ ウ 素 、 そ し て
　 鉄 お よ び 不 可 避 不 純 物 、
を 含 む ニ ッ ケ ル 基 合 金 の イ ン ゴ ッ ト で あ っ て 、 こ こ で 、 前 記 イ ン ゴ ッ ト は ３ ０ イ ン チ よ り
大 き い 直 径 を 有 し 、 実 質 的 に 負 偏 析 が な く 、 斑 点 が な く 、 そ し て 実 質 的 に 他 の 正 偏 析 の な
い 、 イ ン ゴ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 イ ン ゴ ッ ト は 少 な く と も ３ ６ イ ン チ の 直 径 を 有 す る 、 請 求 項 ３ ９ 記 載 の イ ン ゴ ッ ト
。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 イ ン ゴ ッ ト は ２ １ ５ ０ ０ ポ ン ド （ ９ ７ ７ ２ ｋ ｇ ） よ り 重 い 、 請 求 項 ３ ９ 記 載 の イ ン
ゴ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 基 合 金 は 合 金 ７ １ ８ で あ る 、 請 求 項 ３ ９ 記 載 の イ ン ゴ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 請 求 項 記 載 の イ ン ゴ ッ ト か ら 作 製 さ れ た 製 品 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 製 品 は 航 空 タ ー ビ ン お よ び 地 上 タ ー ビ ン の う ち の １ 種 に 適 す る 回 転 部 材 で あ る 、 請
求 項 ４ ３ 記 載 の 製 品 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 製 品 を 得 る 方 法 で あ っ て 、 こ の 方 法 は 、 請 求 項 ３ ５ ま た は ３ ９ 記 載 の イ ン ゴ ッ ト を 用 意
し 、 こ の イ ン ゴ ッ ト か ら 前 記 製 品 を 作 製 す る 工 程 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 製 品 は 航 空 タ ー ビ ン お よ び 地 上 タ ー ビ ン の う ち の １ 種 に 適 す る 回 転 部 材 で あ る 、 請
求 項 ４ ５ の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　

【 請 求 項 ４ ８ 】
　

【 請 求 項 ４ ９ 】
　

【 請 求 項 ５ ０ 】
　
【 請 求 項 ５ １ 】
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３ ５ か ら ３ ９ ま で の い ず れ か に

３ ０ イ ン チ （ ７ ６ ２ ｍ ｍ ） よ り 大 き い 直 径 を 有 し て い て 、 ２ １ ５ ０ ０ ポ ン ド （ ９ ７ ７ ２
ｋ ｇ ） よ り 重 い 、 合 金 ７ １ ８ か ら な る Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト 。

前 記 イ ン ゴ ッ ト は 少 な く と も ３ ６ イ ン チ （ ９ １ ４ ｍ ｍ ） の 直 径 を 有 す る 、 請 求 項 ４ ７ 記
載 の Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト 。

前 記 イ ン ゴ ッ ト に は 実 質 的 に 負 偏 析 が な く 、 斑 点 が な く 、 そ し て 実 質 的 に 他 の 正 偏 析 が
な い 、 請 求 項 ４ ７ 記 載 の Ｖ Ａ Ｒ イ ン ゴ ッ ト 。

請 求 項 ４ ７ に 記 載 の イ ン ゴ ッ ト か ら 作 製 さ れ た 製 品 。

前 記 製 品 は 航 空 タ ー ビ ン お よ び 地 上 タ ー ビ ン の う ち の １ 種 に 適 す る 回 転 部 材 で あ る 、 請
求 項 ４ ７ 記 載 の 製 品 。
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